
 

行事の取組、自分ごととして挑戦し、確かな力へ！ 

校 長 遠 藤 隆 典  
 

ある休み時間、音楽室から「ルパン三世」のメロディーが聞こえてきて軽やかな気持ちに

なりました。１０月になり各学年で学習発表会の練習に熱が入ってきたと感じています。 

子どもたちは、児童会で掲げた「心を一つに最高の舞台へ～みんなが楽しめる学習発表

会～」のテーマのもと、劇や合奏・合唱、ダンスやスポーツパフ

ォーマンスの練習に取り組んでいます。 

各教室を訪れると空き教室で友達とダンスや振り付けの動

きを確認し合っている一生懸命な姿が目に飛び込んできて思

わず笑顔になりました。体育館では、数日前には劇の流れも

わからず集中できずにいた 1 年生が、役割を理解し自分で動

く姿へと変容しているのを見てうれしい気持ちになりました。

各学年、日ごとに一体感を高めている姿は本当に誇らしいで

す。まだまだ本気モードになれていない子どももいます。不安

で心配な気持ちが高まりますが、それぞれが葛藤を乗り越え、

自らやる気の火を灯し、ゴール目指して日々高めていく挑戦

していく頑張りを発揮することを期待しています。 

稲穂小では、「主体的に考え判断する力」を育むべき重要な力として掲げ、教育活動の充

実に取り組んでいます。この学習発表会の練習においても、自らやるべきことに向き合い、

自分ごととして努力を重ねていくことで、主体性を育んでほしいと願っています。また、目

指すものを仲間・先生と力を合わせて創りあげることは行事ならではの貴重なものです。み

んなで目指すゴールへ向け、難しさ・恥ずかしさを乗り越える努力と勇気を仲間と励まし合

いながら経験していくことを期待しています。このような経験が、未来社会の担い手として

必要な「他者のよさを認め力を合わせて乗り越えていく力」の下地となると信じています。 

保護者やご家族の皆さま、地域や関係機関の皆様におかれましては、何かとご多用のこ

ととは存じますが、ご来校いただき、子どもたちが、仲間とのつながりを深め、力を輝かせ

る様子にご声援と大きな拍手を賜りますようお願いいたします。 
 
子どもと花壇のかかわりの深まりを目指して～PTAサポート部押し花作りの取組～ 

PTA サポート部並びにボランティアの方の

お力により、常に美しく草花が輝いている本

校の花壇。花壇と子どもたちとの関わりが深

まるようにと、PTA 事務局＆サポート部の方

が、児童の水やりや押し花作りの機会をつくっ

てくださいました。 

たくさんの子どもが参加し、花壇の中に入り喜んで水をあげる姿や、押し花用の花を選ぶ

楽しそうな子どもの姿を見ることができました。PTA の皆さん、ありがとうございます。 
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地域の施設・企業の素晴らしい教育サポートに感謝！～５年キャリア教育「将来を見据えて」～ 

 今年も地域の企業・施設等の協力を得て、5 年生が 9 月 10 日に職場体験学習を実施しまし

た。本校は、校区に多くの公的施設や商業施設・企業があり教育資源に恵まれている学校で

す。この取組は、地域の施設・企業に協力をいただきながら 7 年前よ

り、続けることができている素晴らしい取組の１つです。 

自分の将来を見据えて様々な職業を体験し考え深めるキャリア教

育は、未来社会を担う子どもたちが社会とかかわりを考え自分らし

く生きていく上で重要な教育活動です。ただ、各施設・企業にとって

は、業務の合間に子どもたちのための時間を確保することは簡単な

ことではありません。地域企業の子どもたち・学校への素晴らしい思

い・協力体制に、心より感謝申し上げます。ありがとうございます。 

子どもたちは、実際に業務を体験し、仕事ぶりを見たり話を聞き、

心に残る学びができたようです。今回、五感を通じて学んだことは、

子どもたちは生涯忘れず成長していく事と思います。 

学校でも、この地域企業等の思いを受けとめ、子どもたちに将来

を見据えて社会・人とかかわる力（コミュニケーション能力）をしっかりと育み、たくましく生き

ていく力につなげられるように努力していきます。 

 
危機管理意識を高めて！～避難＆児童引き渡し訓練より～ 

９月２日に不審者の学校侵入を想定した避難訓練を行いました。児

童を安全に不審者から守り、安全な場所へ避難させ、保護者に引き

渡し安全に帰宅させる訓練を行いました。万が一に備え、警察署の協

力のもと全職員の危機対応力向上を目指して毎年実施しています。

子どもたちは事態をわきまえ静かに避難することができ大変立派で

した。また、保護者にも多数お迎えのご協力をいただき、実際を想定

して引き渡す訓練を実施できました。ありがとうございました。 

▶傷害行為を起こそうとしている不審者を制止するのは、実は大変

難しい事です。そこで、警察の方に、武器を持った不審者から身を守り

ながら制圧する実技指導を職員皆で学びました。 
 
フッ化物洗口が小樽市の全小学校で始まりました 

歯をむし歯から守るためのフッ化物洗口が、９月より希望者を対象

に始まりました。毎週金曜日の下校前に実施しています。今後、実施

の希望・取り消しがありましたら学校へ連絡をお願い致します。 
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